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　　年の夏は、豪雨、頻発する台風とその進路、連
日の酷暑と、日本列島は経験したことのないような
異常気象に見舞われました。特に酷暑については、
過去の観測記録を塗り替えるほどの気温、連続日数
で、気象庁が「災害」とまで発表しています。こう
した環境の中でも甲子園球場で夏の高校野球は、熱
戦が繰り広げられました。途中休憩や散水等の対策
をしてはいるものの、照り返しを含めて球場内はか
なりの暑さのようです。大会期間の約半分が経過し
たところで、熱中症らしき症状で救護室に運ばれた
人が約250名と、例年にないペースだそうです。
　さて、通信関連の屋外工事も、炎天下で行われて
いるのではないでしょうか。この場合、熱中症予防
としてどのような対策がなされているのでしょう
か。WBGT（暑さ指数）の計測は行っているので
しょうか。屋外スポーツで同様な課題に直面してい
る身として、気になります。同時に学生時代の道路
工事のアルバイトを思い出しました。熱中症などと
いう言葉もなかったころの話で、休憩はやや多めに
とっていたものの、何の対策もなし。今となっては
信じられない世界です。それよりも海水浴場脇の工
事で、皆が水遊びをしているのを横目に見ながらひ
たすら作業。こちらの方がつらかった記憶が鮮明に
蘇ります。� （I.O）

　　日、「スマート医療」というテーマで、ICTを活
かした医療分野での効率化の例を紹介するニュース
番組を観ました。大型ディスプレイにバイタルデー
タやレントゲン写真等、多くの患者のデータを一覧
表示できるシステムや、ICタグでの利便性向上、保
険適用になったことによるオンライン診療の普及な
どが紹介されました。なかでも興味深かったのはIC
タグ。患者や医療スタッフの腕にICタグ付きリスト
バンドを装着してもらい、その患者が今どこにいる
かを把握して行き違い防止に役立てる取組みです。
　私も入院時、リハビリを兼ねた散歩や売店での買
い物等で病室を出ているときに、看護師さんが血圧
や脈を取りに来てすれ違うことがよくあったため、
そういった仕組みがあるといいのにと思っていまし
た。一方で、自分が常にどこにいるか把握されてし
まう不安もあります。
　要求条件によっては、GPSのような大掛かりなも
のよりも、Wi-FiやBluetooth程度の無線システムが
あれば実現できるかなとか、想像を巡らせるのが好
きだったりします。定期測定時間に、患者のID番号
を検索すれば「在室」か「不在」かが分かるだけの
ものであれば、プライバシー的にも問題はないでしょ
う。ICT活用によるさまざまな効率化が、今後どれだ
け生活を豊かにしてくれるのか楽しみです。�（Y.H）
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